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1時代を見つめて














えている。 『かくも』の編者 トルステン ・ホフマンが序論で指摘しているように、ゼーバ
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2 『人 文学 報 』No.512-14独語 ・独 文 学(2016年)
でもあったゼーバル トの足跡が、読者にはむしろ具体的かつ明快に提示されていると言え
よう。




















きで 「イ稼 、彼の本の語 り手や登場人物の間の分離線が、しばしば対談の中で消え」
(265)ると述べているが、ジャンルの区別を超越 して、客観的事実と虚構が混然一体と















































































































































































































































































ター ・ヴァイス、パウル ・ツェラーンやジャン ・アメリーを挙げているが、特にアメリー
については、彼の祖父の出身地に、ゼーバル トの祖父もしばしば訪れ(201)、「ユダヤ
人の歴史がベル リンや、ハンブルク、フランクフル トだけではなく、田舎、つまり私の出





































































に対 して一切容認しないのは、彼が ドイツの国外で数多くのユダヤ人の個人史に触れ、 ド
イツ人としての罪責の重さを痛切に受け止めているからに他ならないが、上記のような指
摘からも彼の立場が読み取れる。









































ゼーバル トは、 「ナチ体制における私たちの親たち 『感情教育(educationsenimentale)』
が実のところどうい う様子であったのかを、今 日まで知らず」(206)、「そう言ってよ



































































































ら 「作家 としての野心」(124)とする、 「重苦 しい出来事を、それらが重さを失うよう
に描く」(124)ことに通 じている。
時代を見つめて
















































































































































8歴史家による最近の例 として、ここでは木畑洋一 『二〇世紀の歴 史』(岩波新書、2014)と㎞
Buruma:艶ar㎞.AH㎞y(f1945,PENGUINBO()KS,20KNewY(vicを紹介 したい。木畑の著 作は簡潔
なが ら、ゼーバル トが扱 っている19世紀か ら20世紀の中で、特に20世紀の帝国主義の推移に焦点を
当て、さらには 「定点観測」 としてアイルラン ド、南アフリカ、沖縄 とい う 「帝国主義の重層性 をよく
示 した」(同書10ペー ジ)三地域を検証 している。20世紀の世界各地で起った主要な事件とその背景、
影響を要領 よくまとめなが ら、帝国主義時代が巨視的に描かれている。本書は20世紀 とい う時代の全
体像を概観 し、ゼーバル トの著作 と併行 して読むことで、時代の特徴や現在につながる問題 をより的確
に浮かび上がらせ、有益である。特にアイル ラン ドと南アフ リカについての記述には、ゼーバル トが
『土星の環』、『アウステル リッツ』で取 り上げ、前者 には 『二〇世紀の歴史』にも登場するロジャー ・
ケースメン トのエピソー ドが描かれ るな ど、重なる部分がある。一方Burumaの著作は、1945年以後、
ドイツや 日本 とその周辺国をめぐる状況を中心に、世界各地 における戦後の世相を政治家たちの思惑や
駆け引きから、庶民の 日常生活に至るまで詳細に綴 り、混迷の時代に生きた人々の姿を活写 し、文学者
の立場 とは異なるが、ゼーバル トの立場に近い点 もあ り、歴 史のルポル タージュとして比較 しながら読
み合 わせると興味深い。
9渡辺一夫 『渡辺一夫評論選 狂気について 他二十二篇』大江健三郎 ・清水徹編(岩 波文庫、2014)





















通 じて培われるこうした 「悟り」すなわち思考 と洞察こそが、現在から未来への足掛かり
となる。
戦争責任の問題への取 り組みにおいて、 ドイツは常に日本と対比されつつ、少なからず
見習 うべき例とされてきたが、周知のように決 して平たんな道のりを歩んでいたわけでは
なく、紆余曲折を経ている1鬼日本では、権力の中枢 を占めていた一部の人々の公職追放、
あるいは財閥解体のような措置が取られたにもかかわらず、アメリカの占領政策の方針転
lo川喜田敦子は、著書 『ドイツの歴史教育』(白水社、2007)のなかで、ドイツの戦後史と歴史教育の変
遷について詳述し、過去と対峙してきたドイツ人たちの葛藤を浮き彫りにする。
時代を見つめて 25
換に伴い、彼らの復権が早々と行われ、結果的には戦前からの権力構造を温存することに
なる。研究家や作家、ジャーナリストなど、多様な人々による地道な検証成果が積み重ね
られながら、他方では社会全体としては戦争責任が曖昧化されたまま今日に至り、多くの
歪みや軋礫を露呈している11。さらに近年は、混沌とした世界1青勢に対する不安を払拭す
るためか、排外的なナショナリズムを煽る傾向が加速し、表立った歴史修正主義的な動き
が国内外に波紋を広げ、深刻化している。このような状況にあっては、ゼーバル トの作品
が発する問いかけは、一層の重みを持っていると言えよう。
llue後間もなく発表された丸山眞男の論文、藤田省三の天皇やファシズムに関する論考をはじめ、枚挙
に暇がない。最近の例では、川村湊が 『戦争の研 軍国・皇国・神国のゆくえ』(白水社、2015)が、
戦後の民主主義社会の虚妄を追求している。一方、韓国や沖縄の戦後を、日本のそれと絡めて扱った対
談集、徐京植、高橋哲哉、韓洪九著 『フクシマ以後の思想をもとめて』(平凡社、2014)も、日本社会
の在り方について、今日的な問題提起を行っているので参考にされたい。
